
別紙2 サービスレベル設定基準（主回線）

サービス内容 サービスレベル基準値

1

回線稼働率 ・各拠点において、回線の稼働率がサービスレベル基準値
を満たすこと。なお回線が全く利用できない状態または同程
度の状態が続く状態を、稼働していない時間とみなす。

・対象範囲
アクセス回線（回線終端装置を除く）～事業者バックボーン
(事業者バックボーン内のネットワーク機器を含む）

拠点ごとの稼働率が、99.99％以
上

半期

2

保守着手時間 本県の責任によらない理由により故障が発生した場合にお
いて、故障を復旧すること。（第三者、自然災害等は除く）

・対象範囲
Ethernet通信網内、Ethernet専用線等区間、アクセス回線及
び回線接続（終端）装置まで

30分以内に対応開始 半期

3

障害再発 復旧対応作業完了後、同一場所、同一原因での障害再発
は、右の基準値であること。

復旧作業対応後1ヶ月以内の再
発0回

半期

No

拠点ごとに99.99%の稼働率を下回った場合は、
以下のとおり拠点ごとの料金から減額する。

99.80～99.99％未満　対象料金の1/100
98.00～99.80％未満　対象料金の3/100
95.00～98.00％未満　対象料金の1/10
90.00～95.00％未満　対象料金の2/10
90.00％未満　対象料金の10/10

故障対象に対して、着手までの時間が30分を上
回った場合は、以下のとおり故障対象の料金か
ら減額する。

30分～1時間未満　対象料金の3/100
1時間～2時間未満　対象料金の1/10
2時間～4時間未満　対象料金の2/10
4時間～6時間未満　対象料金の3/10
6時間～8時間未満　対象料金の4/10
8時間～48時間未満　対象料金の5/10
48時間以上　対象料金の10/10

測定時期単位

同一場所、同一原因での障害が1か月以内に再
発した場合、以下の通り障害対象の料金から減
額する。

対象料金の2/10

減額ポイント
サービスレベル設定

設定項目


